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・  シートゲート  （W=          H=          ）×      箇所

特 　 記 　 仕 　 様 　 書

Ⅰ　工  事  概  要

１　名　　　　　称

２　工　事　場　所

３　用途地域等

都市計画区域（・　内　・　外）　用途地域（　　　　　　　　　　　　　）第一種中高層住居専用地域

防火地域等（・　防火　　・　準防火　　・　指定なし　　・　２２条　）

その他の地域・地区（ 風致地区 ）

４　主　要　用　途

５　敷　地　面　積

６　工事の概要

既存建物解体

平屋建

・建物解体に伴う電気・機械・給排水設備の撤去 一式

・樹木：伐採抜根・コンクリート土間・アスファルト舗装・桝・フェンス とりこわし一式

７　別 途 工 事

８　そ　の　他

９　特記仕様書の範囲

特記仕様書は、本特記仕様書のほか以下の○印もので構成する。

・　外構工事特記仕様書 ・　植栽工事特記仕様書

・　電気設備工事特記仕様書 ・　機械設備工事特記仕様書

Ⅱ　　建　築　工　事　仕　様

１．共通仕様

図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房営繕部監修の「建築物

解体工事共通仕様書(H31年度版）」（以下、「解体共通仕様書」という。）による。

ただし，「解体共通仕様書」に記載されていない事項は，「公共建築工事標準仕様書（H31年度改定

版）」(以下「標準仕様書」という）及び「公共建築改修工事標準仕様書(H31年度改定版）」

（以下「改修標準仕様書」という。）による。 なお、施工条件明示書は特記仕様書に含める。

工事関係書類等については「工事関係提出書類一覧表」（営繕課ホームページ掲載）を熟読し遺漏の無いように

提出する事。(以下の内容にはこの資料と重複する項目が有るが特に留意すべき事項として記載されている)

２．特記仕様

１）項目は、番号に○印のついたものを適用する。

２）特記事項は、○印のついたものを適用する。○印のつかない場合は※印のついたものを

適用する。○印と※印のついた場合は、共に適用する。

３）特記事項に記載の［　］、（　）、及び＜　＞内の表示番号は、それぞれ「解体共通仕様書」

及び「標準仕様書」及び「改修標準仕様書」の当該項目、当該図又は当該表を示す。

項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項章

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎共

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎共

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎共

とりこわし一式

とりこわし一式

とりこわし一式
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１．一般事項 ・　工事施工中に予期せぬ事態や疑義が生じた場合には、監督職員に報告の

上、指示に従うこと。

・　請負業者は、監督職員と随時打合せを行い、工程の確認・調整及び工事

の円滑な進捗をはかること。

・　工事着手前及び完成時に，以下に示す調査範囲の近隣家屋等の内外の

状況（地盤，擁壁，内外壁，床，建具等）を調査・記録し，報告書を監督
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職員に提出すること。

調査範囲　　※　図示

・

・２．適用基準等

・

・

３．工事実績情報 ※　適用する（請負精算額が500万円以上の場合） [1.1.4]

(CORINS)の 受注時、変更時及び完了時にあらかじめ監督職員の確認を受け、登録

登録 手続きを行い、工事カルテの受領書を、監督職員に提出すること。

(請負額が2,500万円未満の場合は、受注時のみ）

・　行わない。

アスベスト含有分析 <9.1.1(d)>

・　行う（分析結果は監督職員に提出する。）

※　JIS A 1481「建材製品中のアスベスト含有測定法」分析方法

による。

材　料　名 定性分析 定量分析

・（試料数：　　　） ・（試料数：　　　）

・（試料数：　　　） ・（試料数：　　　）

・（試料数：　　　） ・（試料数：　　　）

・（試料数：　　　） ・（試料数：　　　）

・　行わない

アスベスト粉じん濃度測定 <9.1.1(e)>

※　行う（測定する時期・場所等は下表による）

「JIS K 3850-1　空気中の繊維状粒子測定方法－第1部－

：光学顕微鏡法及び走査電子顕微鏡法」による位相差、分散顕微鏡法

による。

　　（機関印または監督員の記名・押印及び電子メールアドレスを記入）を受けたうえ、（財）日本建設情報

　　総合センターに登録申請するとともに、｢登録内容確認書｣の写しを監督員に提出しなければならない。

　　①受注時登録データの提出期限は、契約締結後10日以内（土・日曜日及び祝日等を除く）とする。

　　②完成時登録データの提出期限は、業務完了後10日以内とする

　　③業務履行中に、受注時登録データの内容のうち、｢工期｣または｢現場代理人｣または｢監理・主任技術者｣

　　　の変更があった場合は、変更があった日から10日以内（土・日曜日及び祝日等を除く）に変更データを

　　　登録申請しなければならない。工事請負代金のみ変更の場合は、原則として登録を必要としない。

　　　ただし、工事請負代金2,500万円を超えて変更する場合には変更時登録を行うものとする。

　　④訂正時は、適宜登録機関に登録申請をしなければならない。

４．電気保安 ・　適用する ※　適用しない [1.3.3]

技術者

５．事故報告 [1.3.8]工事の施工中に事故が発生した場合は，直ちに監督職員に通報するととも

に，別に指示する「事故報告書」を指示する期日までに監督職員に提出する。

※ 　監督員から指示があった場合は工事完成後、完成図・完成写真等を提出す る。６．完成図
・完成写真等

・　完成図（内容は監督員の指示による。） （完成後の維持管理に必要な場合は提出）

・　完成写真　カラー（キャビネ版）　外観４面、内観主要室 （優良工事の対象物件）

７．工事写真

・　適用しない

　　・電子媒体により納品すること。

　　・納品時には、正副1部ずつを納品すること。

　　・電子媒体に対して必ずウイルスチェックを行うこと。

　　（ウイルス対策ソフトは特に指定しないが、最新のウイルスも検出できるように最新のデータに更新し

　　　たものを利用すること。）

　　・電子媒体には以下の情報を明記すること。

　　　A.工事名称

　　　B.工事場所

　　　C.契約番号

　　　D.発注者担当部署名称

　　　E.請負者名称

１．一般事項 石綿等の取扱については、建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏えい防止

環境省水・大気環境局大気環境課）を厳守すること。

対策徹底マニュアル（令和3年3月　厚生労働省労働基準局安全衛生部化学物質対策課/

施工調査 <9.1.1(d)>

※　行う　（調査結果は図面等に記録し、監督職員に提出すること。

調査の結果、設計図書と異なる場合は監督職員と協議する。)

調査事項

※　アスベスト含有建材等の使用部位

※　アスベスト含有建材等の種類、厚さ

※　施工範囲と工事範囲区分

※　廃棄物などの搬出方法

１．施工調査 [5.1.3]

材　料　名 仕様等（型式、厚さ、数量） 調査の範囲

・　PCB含有量調査

・　工事対象範囲

・　ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類汚染物質調査

・　工事対象範囲

２．特別管理産業 [5.1.3][1.2.2(a)]

廃棄物等の ※　種類別に具体的な処理、回収計画を定め施工計画書に記載する。

処理及び回収 特別管理産業 処分場の名称 所在地等（ｋｍ）

計画 廃棄物の種類

・　廃石綿

・　成形板

・　シート

・　スレート

・　ダクトパッキン

・　配管エルボ保温材

・　煙突保温材

３．PCBを含む PCB（ポリ塩化ビフェニール）含有機器 ・　有（数量：　　） [5.4.3]

機器類等 ・　無

PCB含有シーリング材 ・　有（施工範囲は図示） [5.4.4]

・　無

PCBを含有する機器等については、飛散、流出がないように適切な容器に

納め、適切な場所に保管し、工事完了後、監督職員に引き渡す。

４．特殊な建設 [5.5.1～5.5.4]

副産物の回収 回収又は処分を行う 対象機器 回収業者又は 保管場所・処分場の

及び処分 副産物の種類 名称 処分場の名称等 所在地等

・フロン

・ハロン

・イオン化式感知器

・六フッ化硫黄(SF6)ガス

・臭化リチウム

３．最終処分 ・（安定型) [4.4.4]

種　　類 受入施設名称等 所在地(Km) 備考

・（管理型)　(遮断型）

種　　類 受入施設名称等 所在地(Km) 備考

１～３の処理、処分は設計積算上の条件明示であり、処理施設を指定するものではない。なお、上記によらない

場合は、監督職員と協議すること。また、処理、処分に先立ち処分場等の受入の可否を確認すること

４．処分に注意を
[4.4.4]

建設廃棄物要する
種　　類 処理施設名称等 所在地(Km) 備考

・CCA処理木材

・ヒ素又はカドミウム

含有石膏ボード

＜対象となる石膏ボード＞

小名浜吉野石膏（株）　いわき工場　昭和48年10月～平成9年4月の間に製造されたもの

日東石膏ボード（株）　八戸工場　　平成4年10月～平成9年4月の間に製造されたもの

・　請負者は、本工事で上記で処理する廃棄物及びメーカー等が回収する廃棄物以外の廃棄物は、県内中間５．その他

　　処理施設での優先処分に努めること。
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２．産業廃棄物 [4.4.2]

広域認定制度 種　　　類 所在地等（ｋｍ）
の活用

現場利用する再資源化された建設廃棄物 [4.4.1(f)]

種　　　類 利用する場所(箇所)等

１．解体工法 ※  解体工法は，低振動・低騒音型の機械器具等の選定をする。防音

シートや散水等により騒音・振動の減少、粉塵の防止に努めること。

※  解体方法及び手順は，「分別解体等に係る施工方法に関する基準

（建設リサイクル法規則第２条）」による。

工程表・施工計画書・仮設計画書等は，工事契約後速やかに監督職員に２．施工計画書等 [1.2.1，2]

提出し，承諾を得ること。

杭の解体３．杭 [3.8.2]

・　行う ・　行わない

杭の解体工法

・　引き抜き工法　（・　振動　　　・　ケーシング　　　・　　　　　)

・　粉砕による解体

４．樹木等 樹木の伐採伐根及び移植 [3.9.1]

・　行う　（　　　／　　　図による）

５．地下埋設物の 地下埋設物及び埋設配管の解体 [3.10.1]

埋設配管 ・　行う　（　　　／　　　図による）

６．解体後の整地 解体後の埋戻し及び盛り土 [3.11.1]

・　行う

埋戻し及び盛土の材料 (3.2.3)(表3.2.1)

・　Ａ　種 ※　Ｂ　種 ・　Ｃ　種 ・　Ｄ　種

Ｃ種の場合

建設発生土受入れ量 m3

発生場所

受入条件

・　構造物撤去等により自現場で発生するコンクリート塊を使用する

埋戻し範囲 ・　図示による ・

整地の高さ ・　現状ＧＬ

・　図示（　　　／　　　図による）

１．再資源化等 [4.4.1(b)]

建設廃棄物の 中間処理施設又は 所在地

種類 再資源化施設の名称等 （ｋｍ）

・コンクリート

・コンクリート及び

鉄から成る建設資材

・アスファルト、

コンクリート

・金属類

・小型二次電池

[4.4.1(c)]

建設廃棄物の 再資源化の 再資源化施設の 所在地

種類 有無 名称等 （ｋｍ）

・蛍光ランプ ・する

HIDランプ ・しない

・硬質塩化ビニル ・する

管・継手 ・しない

・する

・しない

３．
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・  酸素・アセチレン・軽油等の危険物は所定の位置に施錠できる小屋等に９．その他

保管すること。

・  作業通路は，指定通路表示を行い，足場等の堅固なもので頭上の保護を

行うこと。

・  建物周辺は，粉塵防止や火災発生に備えて散水を行うこと。

・  工事に関係部分の出入の表示を行うこと。

・　営繕工事における工事及びコスト表示要領（５．工事表示板 土木部営繕課・設備室制定）により設置する。

・　工事表示板 １ 枚

・　事業コスト表示板 枚

※  建設リサイクル法による標識を設置する。

構内既存の施設　・　利用できる（　※有償　・無償　）　・　利用できない６.工事用水及び 電力

（水） ※　施設管理者との協議により使用できる

（　※　有償　　・　無償　)

構内既存の施設　・　利用できる（　・有償　・無償　）　・　利用できない

（井戸）

構内既存の施設　・　利用できる（　※有償　・無償　）　・　利用できない

（電力） ※　施設管理者との協議により使用できる

（　※　有償　　・　無償　)

７.工事用通路 ※　指定しない　　・　指定する（図示）

８．足場その他 内部足場 ・　脚立、足場板等 ・ <2.2.1>

外部足場 ※　Ａ種 ・　Ｂ種 ・　Ｃ種 ・　Ｄ種 <表2.2.1>

防護シート ・　設ける （・　防音シート　　・　その他)

・　設けない

材料の運搬 ・　Ａ種 ※　Ｂ種 ・　Ｃ種 <表2.2.2>

・　Ｄ種 ・　Ｅ種

枠組足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン（厚生

労働省平成15年4月策定）」により、設置については「手すり先行工法による

足場設置基準」（ガイドライン別紙）による「働きやすい安心感のある足場」

とすること。

２．騒音、防塵等 ※　設ける（適用範囲、高さ等は図示) [2.2.1]

の対策 ・　防音パネル ・　防音シート

・　設けない

３．交通誘導員

・　配置しない

事務所４．監督職員 ・  設ける

・  既存建物内の一部を使用する。

・  構内に新設する  （規模          ㎡程度）10

・  備え付ける備品  （                             ）

※  設けない

１．仮囲い ・  設ける  （位置、延長等は図示）

・  波形鉄板  （H=          ）

・  単管シート（H=          ） ・  防音シート（H=          ）

・  防音パネル（H=          ） ・  防炎白シート（H=          ）

・  設けない

１９.使用燃料等

・　この工事はワンデーレスポンス試行対象工事とする。２０.ﾜﾝﾃﾞｰﾚｽﾎﾟﾝｽ
原則「１日（24時間）以内」に１　「ワンデーレスポンス」とは、受注者からの質問、協議への回答を、

回答することである。 ただし、即日回答が困難な場合は、いつまでに回答が必要なのかを受注者

と協議うえ、回答期限を設けるなど何らかの回答を 「１日（24時間）以内」にすることである。

２　受注者は、余裕を排した最適な工程を、作業ごとの関連、 進捗状況が把握できる方法により作成し、

監督員と協議する。

３　効果・課題等を把握するためフォローアップに協力すること。

ならない。

※　請負者は、工事の施工に当り、使用する車両及び建設機械等の燃料として、不当軽油を使用しては

１
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
般
　
　
　
　
　
共
　
　
　
　
　
通
　
　
　
　
　
事
　
　
　
　
　
項

１７.グリーン購入法 ※「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（グリーン購入法）に基づき、「山梨県

グリーン購入の推進を図るための方針」により定められた次の資材に関しては同法の判断基準を

満たすものの採用に努め、建設機械については原則使用とすること。

　また、採用が困難な場合は理由書を添付して報告すること。（コスト、納期、使用部㎡の適応性）

１）出来る限り判断基準を満たす物品を調達するよう配慮する品目

建材）

・再生木質ボード（ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ、繊維板、木質系ｾﾒﾝﾄ板）

・陶磁器質タイル   

・高炉セメント　 

・ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄ

・再生加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物

（註釈）

・高炉ｾﾒﾝﾄ、ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄは鉄筋コンクリート造には用いない。 

・再生加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物は積極的に採用する。（ﾌﾟﾗﾝﾄから40ｋｍ以内の現場）

・高炉ｾﾒﾝﾄ、ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄは鉄筋コンクリート造には用いない。

建設機械）　

・排出ガス対策型建設機械

２）判断基準を満たす物品を採用する品目

・掲示板

・黒板　

・ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ　

・ｶｰﾃﾝ　

・ｶｰﾍﾟｯﾄ

１８.暴力団等からの ※（１）請負者は、工事の施工に当り、暴力団等からの不当要求及び

不当要求 旨を直ちに発注者に報告するとともに、及び
こと。工事妨害の排除

※（２）この場合において、工程等を変更せざるを得なくなったときは、

※（３）請負者が（１）の報告を怠った場合は 「山梨県建設工事に係る指名停止等処置要領」に基づき、

指名停止処置を行うこととする。

　所轄の警察署に届け出を行い、捜査上必要な協力を行う

　速やかに発注者と協議すること。

工事妨害を受けた場合は、その

１４.下請負届けの提出 適正な下請負契約を確認するため、下請負届けを提出する場合は次の書類を添付すること。

※　請負者は国土交通省のホームページから「建設リサイクル報告様式（計画書・実施書）（EXCEL様式)」

　　の最新バージョンをダウンロードし、作成出力した再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書を

　　出力し、1部（紙）を施工計画書に添付し監督員に提出するものとする。（以前より使用していた

　　クレダスを使用した様式での提出はH30センサスに対応していないため不可）

　　工事完了後は速やかに、当初入力した工事データを実績値に修正した再生資源利用実施書及び再生資源

１５.下請施工体系図の

下請負者を用いる場合には、金額・工種の如何にかかわらず、末端の下請負者まで反映させた、作成及び提出
「下請施工体系図」を作成し、遺漏・誤謬が無いよう記載内容を十分確認の上、遅滞なく監督員へ

提出するものとする。

　また、提出した「下請施工体系図」の内容に変更が生じた場合は、その都度変更し、遅滞なく

監督員へ提出するものとする。

　なお、提出は打合せ簿によるものとする。ただし、メールによる提出も可能とし、この場合は、

後日、打合せ簿を提出するものとする。

１６.建設副産物実態調査

（センサス）

の対象工事

ので再生資源利用計画（実施）書及び再生資源利用促進計画（実施）書の提出を行うこと。

※　請負金額１００万円以上の工事については、建設副産物実態調査（センサス）の対象工事となる

１０．工事特性・創意工夫 　このことについて、請負者は工事施工において、自ら立案実施した創意工夫や 技術力に関する
・社会性等実施状況 事項について、工事完了時までに所定項目、又は地域社会への貢献として評価できる項目に関する

の様式により提出することができる。

１１．工事施工計画 書 次の工事施工計画書を提出すること。
の提出 ・総合施工計画書（総合的な計画をまとめたもの）

・工種別施工計画書（工種は監督職員の指示による）

このなかで、使用材料・施工体制（下請け施工者の責任者等）も明らかにする こと。

１２．工事進捗状況 工事進捗状況報告表を提出すること。(提出日は毎月末。インターネットメールでの提出も可。）

報告表の提出

１３.環境対策及び再生 環境対策及び再生資源の利用の促進と建設副産物の適正処理方法を書面等により、明確にすること。

資源の利用の促進 （建設機械については、排ガス対策型の建設機械の使用を原則とする。）

と建設副産物の
適正処理方法

　　また、提出した「下請施工体系図」の内容に変更が生じた場合は、その都度変更するものとし、遅滞なく

　　監督員へ提出するものとする。

　　なお、提出は打合せ簿によるものとする。

　　　F.作成年月

　　　G.何枚目/総枚数

　　　H.ウイルスチェックに関する情報

　　　I.CD-Rフォーマット形式

　　　J.電子媒体の内容の原本性を証明するために、直接署名又は捺印を行う。

　　　・電子納品される写真データは、PDF形式、エクセル等で編集したもので、従来の印刷物写真と同様な

　　　　確認ができるものとする。

　　　・写真データは、工種種別、撮影項目毎に分類し、工事の進捗に合わせて編集し、容易に確認できる

　　　・工事写真の検査は、電子データで検査することを原則とするが、印刷物または電子データと併用で

　　　　検査することも可能とし、その範囲は受発注者との協議による。

※　受注者は、工事実績情報サービス（CORINS)入力システム（（財）日本建設情報総合センター）に基づき、

　　受注・変更・完成・訂正時に工事実績情報として｢登録のための確認のお願い｣を作成し監督員の確認

　　提出の期限は、以下のとおりとする。

※　工事写真の取扱い

　　・使用する媒体は、CD-Rとする。ただし、やむを得ない理由がある場合に限り、DVD-Rの使用も可とする。

　　　　ファイル名、フォルダ名を付して整理すること。

　　　・検査に使用する機器の準備と操作は、受注者が行うことを原則とする。

施工範囲　　各工事の区分表による。８．設備工事との
施 工 図    設備機器の位置，取り合い等が検討できる施工図を提出して 監督職員の承諾を受ける。取合い

工事目的物及び工事材料等について，次により保険に付す。９．火災保険等

保険の種類 ※　建設工事保険※　火災保険
日までとする。※　火災保険の加入期間は、工期に14日以上の日を加えた保険期間

　　　・ここに定めなきことは、受発注者との協議により決定する。

　　　・やむを得ない理由により、電子納品できない場合は、受発注者との協議により、従来の印刷物による

　　　　納品も可とする。

　　利用促進実施書を出力し、1部（紙）を完成書類に添付し、また、電子データを電子媒体（CD、DVD等）

　　により監督員に提出するものとする。なお、入力した電子データは自社で1年間保管するものとする。

　　URL　http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/region/recycle/d03project/d0306/page_03060101credas1top.htm

　　入力時の最新版を国土交通省のホームページからダウンロードして入手すること。

※（４）「甲府市暴力団排除条例の施行に伴う公共工事からの暴力団排除」を目的として受注者は、下請負者

　　を用いる場合には、金額・工種に如何にかかわらず、末端の下請負業者まで反映させた、「下請施工体系

　　図｣を作成し、遺漏・誤謬が無いよう記載内容を十分確認の上、遅滞なく監督員へ提出するものとする。

・  万能鋼板  （H=               ）

90・　配置する（　　日　×　　人　＝　　　人日）1 90

4,876.86

調査箇所　　　※　図示 設計時のアスベスト調査を参考とする・　（　　　　　       　　　　　　　　　　）

・  パネルゲート  （W=          H=          ）×      箇所

4,5006,000 1

山梨県甲府市緑が丘二丁目地内

令 和 3年 12月

・スタンド

・屋外トイレ ＲＣ造

ＲＣ造・器具庫

解体範囲面積　約　7,000　㎡

緑が丘スポーツ公園テニスコートＢ他解体工事

緑が丘スポーツ公園テニスコートＢ他解体工事

※　「甲府市暴力団排除条例の施工に伴う、公共工事からの暴力団排除」を目的として、受注者は、

山 梨 県 知 事 登 録  第  1- 0 3 1 9 8 4  号

3,000

・下請負契約書（請書等）の写し
・下請負業者の建設業許可証の写し

・東電・NTT柱及びその支柱・支線の撤去・移設（電柱の抜柱は令和5年7月末の予定）
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１．一般事項

・　行う

・

※　作業場は以下によるものとし負圧除じん機にて負圧状態により

隔離シートの性能

※　床面

※　壁面 ※　0.08mm以上のプラスチックシート等

<9.1.3(a)>

<9.1.3(b)>

適用範囲 ※　図示

セキュリティーゾーンの設置

※ 洗浄室 負圧

※　下表による

適用

※

室名

更衣室

状態

※　更衣ロッカー ※　新品の保護具

※ 前室 負圧

<9.1.3(a)>

３．アスベスト

含有吹付け材

の除去

アスベスト含有吹き付け材の除去工事

・　行わない

作業場等の隔離等

飛散防止をすること。

※　0.15mm以上のプラスチックシート等で二重

※　呼吸用保護具保管箱

・

※　洗顔、うがい設備

※　エアシャワー（温水シャワー）

・

・　高性能真空掃除機

・　使用済み保護衣保管かご

除去物及び汚染等

処理方法

※　密封処理（二重袋梱包）

・　セメント固化

<9.1.3(b)>

４．アスベスト <9.1.4(b)>

適用範囲

養生等

除去工法 <9.1.4(b)>

<9.1.4(a)>

※　図示

５．アスベスト

適用箇所 ※　図示

※　作業場は、シート等により囲うこと。

・　行う

<9.1.5(b)>

<9.1.5(a)>

<9.1.5(b)>

防止処理技術を有する工法とすることができる。その際には監督員の

ただし、（財）日本建築センターの「建設技術審査証明事業」による

「吹き付けアスベスト粉じん飛散防止処理技術（除去）」の審査証明書

（以下、「審査証明書」という。）を取得している工法と同等の飛散

承諾を得ること。

「吹き付けアスベスト粉じん飛散防止処理技術（除去）」の審査証明書

（以下、「審査証明書」という。）を取得している工法と同等の飛散

ただし、（財）日本建築センターの「建設技術審査証明事業」による

防止処理技術を有する工法とすることができる。その際には監督員の

承諾を得ること。

隔離養生に用いたシート、使用した使い捨て保護衣、高性能真空

掃除機フィルタ、除じん機フィルタについても密封処理を行う。

アスベスト含有保温材の除去工事

含有保温材等

の除去

・　行う

※　養生シート等を用いて区画し、場外への飛散防止を行う。

掻き落とし、破砕、切断による除去方法

※　行わない

・　行う…この場合は改修標仕<9.1.3>「アスベスト含有吹き付け材の除去」によること。

※　粉じん飛散抑制剤などにより湿潤化したあとに、手ばらしによること。

※　除去物については改修標仕<9.1.3(b)>により、密封処理とする。

・　行わない

・　行わない

養生

除去工法

アスベスト含有成形板の除去工事

７
　
　
そ
　
の
　
他

含有成形板の処理

・　解体工事にて既存施設の破損･損傷等があった場合、施工者の責任においてすみやかに現況復旧する事

１．隣地への配慮

２．破損時の復旧

３．諸手続き

・　隣接地において民家と接しているので、騒音・振動・粉塵等影響を及ぼさないように十分に配慮する事

・　請負者は工事の施工に先立ち、事前調査を行う事

　　PCBの混入が認められた場合監督員と協議の上処分方法を決定する。

・　施工に先立ち電灯PCB調査を行い、結果を監督員に報告すること、

４．事前調査

・　施工に先立ちアスベスト含有建材について調査を行い、

　　報告書を監督員に提出すること。

・ 石綿等の取扱については、建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏えい

　 防止対策徹底マニュアル（令和3年3月　厚生労働省労働基準局安全衛生部化学物質対策課

　 /環境省水・大気環境局大気環境課）を厳守すること。

・　解体工事等に係る事前調査説明書面及び施工計画書を監督員に提出し、説明すること。

測定機関 <9.1.1(e)>

都道府県労働局に登録されている作業環境測定機関

施工記録報告書の提出

１．施工計画書

提出部数 ３部作成

２．工事記録及び工事写真

４．施工調査等記録（条規施行調査、含有分析、粉じん濃度測定等）

５．作業者の作業記録、各種健康診断記録、安全衛生教育記録

６．その他必要事項

３．産業廃棄物処理記録

表示及び掲示

<9.1.2(c)>

２．除去工事

相応した技術を有することを証明する書類を監督員に提出する。

<9.1.2(a)>

作業主任者の選出 <9.1.2(b)>

共通事項

専門工事業者

アスベスト含有建材の除去を直接行う専門業者については、工事に

石綿作業主任技能講習又は平成18年3月以前の特定化学物質等作業主任者

技能講習を終了したものの中から、「石綿作業主任者」を選任しなければ

ならない。

除去作業者の教育

作業者は、就業時に石綿則第27条に基づく教育を受けたものとする。

また、一般健康診断、じん肺健康診断を受診したものとし、肺機能に

特別管理産業廃棄物管理責任者の選出

排出業者は、特別管理産業廃棄物管理責任者の資格を有するものを

選任し管理しなければならない。 ただし、アスベスト含有成形板の処理工事を除く。

<9.1.2(d)>

<9.1.2(f)>

更衣室など見やすい箇所に次の表示及び掲示を行う。

※　アスベスト作業主任者名と職務内容

※　関係者以外立入禁止

※　喫煙・飲食の禁止

※　「アスベスト除去作業中」の表示

周辺住民の見やすい箇所に以下の表示を行う。

※　「建築物等の解体等の作業に関するお知らせ（労働基準監督署への

届出内容、粉じん飛散抑制装置、曝露防止措置等）」

<9.1.2(g)>保護具、保護衣

作業内容に応じた、呼吸用保護具、保護めがねを使用すること。

除去したアスベスト含有物の保管、運搬等 <9.1.3(c)><9.1.4(c)><9.1.5(C)>

※　他の内装材、廃棄物等と分別保管

※　保管場所での飛散防止を施す。また、アスベスト成形版を運搬する

※　アスベスト等の保管場所である旨の表示を行う。

場合は、運搬車両の荷台全体をシート等で覆い、飛散防止に努める。

関係法令

異常のないものとする。

※　アスベストの有害性

※　取り扱い上の注意事項

※　使用すべき保護具

・ 石綿等の取扱については、建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏えい

　 防止対策徹底マニュアル（令和3年3月　厚生労働省労働基準局安全衛生部化学物質対策課

　 /環境省水・大気環境局大気環境課）を厳守すること。

・　解体工事等に係る事前調査説明書面及び施工計画書を監督員に提出し、説明すること。

・　

・　

一 級 建 築 士  第  21 7 3 4 5  号  中 込  秀 　

工 事 名 称 図 面 名 称 縮 尺 図 面 番 号
設 計 年 月 :

特

記

事

項

変

更

事

項

承

認

担

当

作

図

Design Room： 山 梨 県 甲 府 市 相 生 1-5-15-2F

TEL:(055)-220-7600

向 山向 山中 込

A1：-
（A3：-）

解体特記仕様書-2 KA-03

令 和 3年 12月

緑が丘スポーツ公園テニスコートＢ他解体工事

・　工事中、地中埋設物があった場合、全て撤去・処分のこと。５. 地中埋設物

山 梨 県 知 事 登 録  第  1- 0 3 1 9 8 4  号



一 級 建 築 士  第  2 1 7 3 4 5  号  中 込  秀 　

工 事 名 称 図 面 名 称 縮 尺 図 面 番 号
設 計 年 月 :

特

記

事

項

変

更

事

項

承

認

担

当

作

図

Design Room： 山 梨 県 甲 府 市 相 生 1-5-15-2F

TEL:(055)-220-7600 案内図、配置図 KA-04
中 込 向 山 向 山

配 置 図 S=1/1,000

甲府市立
北中学校

山梨県立
甲府第一高校

甲府病院

学部附属小学校
山梨大学教育

山梨大学教育
学部附属中学校

甲府市立
北新小学校

案 内 図 S=NS

A1：1/1,000
（A3：1/2,000）

Ｎ　工事場所　甲府市緑が丘二丁目地内
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看
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仕切弁
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2

2

E

C
O

E

汚

止

本部棟横便所

倉庫本部席

本部席

グラウンド

便所

ダグアウト倉庫

ダグアウト倉庫

バックスタンド

器具庫A

器具庫B

ダグアウト

トラック

インフィールド

ダグアウト

南側便所

バックスタンド

メインスタンド
身障者用便所

便所

便所

器具庫

管理詰所

車庫

管理棟

審判席

写真撮影塔

メインスタンド

アンツーカー置倉庫

便所

スタンド

通抜け車路

船出モニュメント

一塁側便所

身障者用便所

スコアボード

センター側便所

バックスクリーン

三塁側便所

外野スタンド

内野スタンド

本部棟

管理棟

プール濾過装置

児童公園

293.36

管理棟

水泳場

多目的広場駐車場

野球場

船出広場

陸上競技場

球技場

管理棟

公園管理事務所

本部席

テニスコートＡ

テニスコートＢ

赤線：県道アクセス線を示す

緑が丘スポーツ公園テニスコートＢ他解体工事

令 和 3年 12月

山 梨 県 知 事 登 録  第  1 - 0 3 1 9 8 4  号

※複数の工事が施工されるため、施工手順や安全管理等について各々調整する中で、適切に工事を実施すること。

テニスコート南側外周道路整備工事

屋外トイレ建設（機械設備）工事

屋外トイレ建設（建築主体）工事

テニスコートＢ解体工事

R5.5 ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

野球場本部棟建設工事（エリア外）

緑が丘スポーツ公園再整備に伴う工事工程計画（参考）



一 級 建 築 士  第  2 1 7 3 4 5  号  中 込  秀 　

工 事 名 称 図 面 名 称 縮 尺 図 面 番 号
設 計 年 月 :

特

記

事

項

変

更

事

項

承

認

担

当

作

図

Design Room： 山 梨 県 甲 府 市 相 生 1-5-15-2F

TEL:(055)-220-7600 A1：1/200
（A3：1/400）

テニスコートB

バックスタンド

メインスタンド
器具庫

南側便所

ダグアウト

藤
棚

藤棚

汚

ベンチ

W

汚

ベンチ

汚

汚

ベ
ン
チ

汚

弁

ベ
ン
チ

量水器

汚

仕切弁

汚

汚

1

汚

量水器

2

仕切弁

スピーカー

汚

トイレ

3

量水器

4

仕切弁

止水弁

5

6

7

汚

トイレ

8

仕切弁

水道

水道

水道

緑風亭

駐車場

：テニスコートＢ存置部分

緑が丘スポーツ公園テニスコートＢ他解体工事

令 和 3年 12月

KA-05テニスコートＢ解体範囲示し図
山 梨 県 知 事 登 録  第  1 - 0 3 1 9 8 4  号



一 級 建 築 士  第  2 1 7 3 4 5  号  中 込  秀 　

工 事 名 称 図 面 名 称 縮 尺 図 面 番 号
設 計 年 月 :

特

記

事

項

変

更

事

項

承

認

担

当

作

図

Design Room： 山 梨 県 甲 府 市 相 生 1-5-15-2F

TEL:(055)-220-7600 A1：1/200
（A3：1/400）

バックスタンド

メインスタンド

南側便所

ダグアウト

藤
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汚
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止水弁

5
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7

汚
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仕切弁

水道
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緑風亭

駐車場

：テニスコートＢ存置部分

1
12

3
4

4

5

4

4

6

7 7 7

7 7 7

7

8

8

9

10

11
12

13

14

15

17

18

19

20

21 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21

4

21

22 22 22

23

24

25

2525

26

27

緑が丘スポーツ公園テニスコートＢ他解体工事

令 和 3年 12月

KA-06テニスコートＢ解体平面図

テニスコートB

器具庫

屋外トイレ

28

16

29

30

31

名称番号 番号 名称

1

2

3

4

番号 名称

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

番号 名称

22

23

24

25

26

27

メインスタンド

ポール、風除けネット

コンクリート叩き部分

スタンド、コンクリート叩き部分

コンクリート叩き部分
バックスタンド

コンクリートブロック壁

コンクリート側溝

屋外便所

藤棚、ベンチ

テニスコート倉庫

風除けネット

コンクリート壁、門扉

メッシュフェンス門扉

縁石ブロック

メッシュフェンス、L型擁壁

メッシュフェンス、L型擁壁

メッシュフェンス
L型擁壁一部

ネットポスト、センター金具

コンクリート叩き部分 コンクリート叩き部分

掲揚台

コンクリート叩き部分

メッシュフェンス門扉

メッシュフェンス

ネットフェンス28

アスファルト舗装部分

アスファルト舗装部分、車止め(大)

グレーチング蓋
集水桝、自由勾配側溝

番号 名称

29

30

31 アスファルト舗装部分

アスファルト舗装部分

自由勾配側溝

山 梨 県 知 事 登 録  第  1 - 0 3 1 9 8 4  号



一 級 建 築 士  第  2 17 3 4 5  号  中 込  秀 　

工事名称 図面名称 縮尺 図面番号
設計年月 :

特

記

事

項

変

更

事

項

承

認

担

当

作

図

Design Room： 山梨 県 甲 府市 相 生1-5-15-2F

TEL:(055)-220-7600

中込 向山 向山

器具庫

藤
棚

藤棚

ト イレ

水道

水道

水道

115,340

1

1
メインスタンド

コンクリート叩き部分

3
8
,3
0
0

9
50

85,070mm

5,270

85,070
4,
97
0

厚み90mm 有筋

1　2 コンクリート叩き部分、メインスタンド部分

コンクリート叩き 85,070mm

1　2 風除けネット部分

1 側壁図 S=1/25

1
,
0
0
0

300 450 300 450 300 450 300 450

1
0
0 9
0

2
0
0

1
,2
0
0

鉄筋コンクリート壁

VE塗装

▽ﾃﾆｽｺｰﾄB GL

100850

950

260 490 300 450 300 400

5,200

樹脂製デッキ材 W=260mm
(斜線部)

支柱
鋼管 φ60
合計10箇所

風除けネット

合計 L=290,170mm

合計 L=56,950mm

3
0
0

2
,
10
0

2
0
0
1
10

2
,7
1
0

1 断面図 S=1/25

テニスコートＢ メインスタンド

2
0
0

2
5
5

20
0

24
0

コンクリート 有筋

座面：モルタル
合計 L=400,400mm

2
7
0
1
2
0 2
70

1
20 27

0
12
0

2
7
0
1
2
0 2
7
0
1
2
0 2
70

1
20

2
7
0
1
2
0

盛土

2
55

20
0

60
0

2
0
0

6
4
5

5,2
70 

・ 4,
970

1,030

52
5

700

(側
壁
)

(側
壁
)

緑が丘スポーツ公園テニスコートＢ他解体工事

令和3年 12月

KA-07
（A3：1/50、1/600）

部分詳細図-1

ｷｰﾌﾟﾗﾝ S=1/300

A1：1/25、1/300

山 梨 県 知 事 登 録  第  1 - 0 31 9 8 4 号



一 級 建 築 士  第  2 17 3 4 5  号  中 込  秀 　

工事名称 図面名称 縮尺 図面番号
設計年月 :

特

記

事

項

変

更

事

項

承

認

担

当

作

図

Design Room： 山梨 県 甲 府市 相 生1-5-15-2F

TEL:(055)-220-7600

中込 向山 向山

器具庫

藤
棚

藤棚

ト イレ

水道

水道

水道

9
5
0 B

B' A'

A
25

26,500

2

隔壁

隔壁

25 ポール、風除けネット

3,800

鋼管 φ90 鋼管 φ90
H=3,200 H=2,900

鋼管 φ90

風除けネット

風除けネット

鋼管 φ90
H=2,300

20
0

盛土

1,4951,560 1,645

1,
3
6
0

9
25

1
,
1
8
5

4,365

1,280 1,495 1,590

1
,
4
2
0

7
8
5

下部収納

ﾄﾗｽ材 φ18

母屋：C-100×50×20×2.3
　　　抱合わせ

C-125×50×20×2.3

PL t=2.3、W=125
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Design Room： 山 梨 県 甲 府 市 相 生 1-5-15-2F

TEL:(055)-220-7600

中 込 向 山 向 山
緑が丘スポーツ公園テニスコートＢ他解体工事

令 和 3年 12月

部分詳細図-3

2 屋根伏図 S=1/50

A1：1/25、1/50
（A3：1/50、1/100）
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Design Room： 山梨 県 甲 府市 相 生1-5-15-2F

TEL:(055)-220-7600

中込 向山 向山
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コンクリート叩き 115,340mm
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一 級 建 築 士  第  2 17 3 4 5  号  中 込  秀 　

工事名称 図面名称 縮尺 図面番号
設計年月 :
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Design Room： 山梨 県 甲 府市 相 生1-5-15-2F

TEL:(055)-220-7600

中込 向山 向山

金網両開き門扉 W1500mm×H1200mm×7箇所

金網片開き門扉 W860mm×H840mm×2箇所4 鉄筋コンクリート壁 5 コンクリートブロック壁

厚み150mm×GL高さ1200mm

+ 18,660 + 34,300 + 15,050 + 20,320 + 19,530 + 3760 + 28,920
40,310 + 29,900 + 20,290 + 20,140 + 3,730 + 3,800 + 15,230

= 273,940mm 厚み150mm×GL高さ1200mm　L13780mm

6 コンクリート側溝
溝蓋付・現場打ち
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緑が丘スポーツ公園テニスコートＢ他解体工事
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部分詳細図-5
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